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2学期4ターム制と
教育改革について

平成29年度より “2学期4ターム制” を導入しています。
2学期4ターム制とは、前期・後期の授業期間をそれぞれ半分に分け、

各8週を1タームとして、1学期2ターム、年間4つのタームで授業を行う制度です。

　ターム科目については、基本的に各ターム末に行います。セメスター科目については、
基本的に学期末に行います。試験の実施・運用については、各授業担当教員の指示に従う
ようにしてください。

Q&A
2学期4ターム制

大阪教育大学  教務課  教務企画係
場   所 ： 柏原キャンパス  事務局（N）棟  3階
T E L ： 072-978-3265
E-mail ： kyokikaku@bur.osaka-kyoiku.ac.jp

お問い
合わせ先

Q1

A1

試験はいつ実施されますか。

ＣＡＰ制はどのように換算されるのか。

　京阪奈三教育大学双方向遠隔授業はセメスター科
目として開講し、平成30年度は以下の授業時間で行
う予定です。正確な授業時間は、平成30年４月当初に
配布する履修上の注意事項で確認してください。本学
の授業時間と異なりますので、受講の際は、注意して
ください。

Q2

A2

遠隔授業における授業時間は
どのようになりますか。

　学期単位で換算します。集中講義科目など時間割のコマに配当されていない科目の単位
数を除いて各学期に履修申請できる単位は２６単位までです。　ただし、　ＧＰＡ制度により、
上限を越えての履修が認められる場合があります。

授業料の納付時期はいつですか。

Q3

A3

　従前通り、前期は４月末、後期は１０月末に、年額の２分の１に相当する額を、入学時に大学
へ登録していただいている授業料引落口座より引き落とします。

Q4

A4

8：50 ～ 10：20
10：40 ～ 12：10
12：55 ～ 14：25
14：40 ～ 16：10
16：25 ～ 17：55

時限 授業時間

双方向遠隔授業

1
2
3
4
5



教育改革への取組み

2学期4ターム制導入のメリット

　本学は、第三期中期目標において「教員養成及び教育・学習支援人材養成の広域的拠点として、学長のリーダーシッ
プのもと全学的な改革に取り組み、我が国の教育界を牽引するグローバル教育人材を養成する。」ことを基本目標と
し、教養教育に関して、「大学全体の教員養成及び教育・学習支援人材養成の機能の充実・強化を支えるため、グローバ
ル化に対応した教養教育の質的充実を図る。」と定めています。
　上述の目標に照らし、平成２９年度から、教育学部の改組を行うとともに２学期４ターム制を導入し、短期間で集中的に
学ぶことによる教育効果の向上はもとより、海外留学等に参加しても、授業を履修しやすくする環境づくりとするととも
に、教養教育科目（教養基礎科目、共通基礎科目）の一部の科目をターム科目として開講し、成果の検証と課題を踏まえ
順次拡大していきます。
　なお、学部カリキュラム（平成29年度以降）については、本学ウェブページ（教育研究>カリキュラム）をご覧ください。

履修登録と履修取消、成績発表と単位認定の時期について
　履修登録期間は、半期ごとの年２回、ターム科目の履修取消期間はタームごとに、セメスター科目の履修取消期間は
第１ターム、第３タームと同時期に設定します。成績の発表及び単位認定は、半期ごとの学期末に行います。

教養基礎科目と共通基礎科目の充実
　これからの時代に求められる学校教員や教育協働人材の養成を支える教養教育の質的充実を図るために、カリキュ
ラム改正を行い平成２９年度入学生から実施しています。
　例えば、「国際と地域」の領域においては、グローバル化に対応した科目として、英語による授業「English World」を
開設し、英語で授業を行います。「English World」は、ターム科目として開講し、平成２９年度入学生から全ての学生が
履修する必修科目です。
　また、「教育とキャリア」の領域を新設し、様々な現代的教育課題への関心とキャリア形成に向けた意欲を引き出すこ
とを目指します。
　さらに、「共通基礎科目」においては、言語運用能力の向上を図るため、複数の言語科目の修得が求められます。その
他、健全な心身育成のためのスポーツ実技科目、ICT活用能力の育成のためのICT科目を開講し、いずれも必修科目と
しています。「ICT基礎ｂ」科目は、平成２９年度からターム科目として開講しています。

　段階を経て、ターム科目を増やし、留学や海外体験をしやすくしま
す。また、留学や語学研修に参加しても、修業年限で卒業・修了でき
るような学年暦及びカリキュラム編成をめざします。

留学や海外体験が
しやすくなる

　短期間で集中的に学び、重点的に予習・復習を行うことによる
教育効果の向上をめざします。短期集中型授業

による学修

　まとまった時間を利用して、教育実習やインターンシップなどの学
外実習や、ボランティア活動などの自主的活動を行えるような環境
づくりをめざします。

多様な学外活動に
参加できる

1

2

3

学年暦と開講パターン
　平成２９年度から、学年暦を前期、後期の授業期間をそれぞれ半分に分け、年間4つのタームで授業を行っています。
　授業は科目の特性に合わせて、以下の①または②の開講パターンで開講しています。

① ターム科目（１タームで開講）：週１回×８週（単位数：１単位）または週２回×８週（単位数：１～２単位）
② セメスター科目（２ターム連続で開講）：週１回×１６週（単位数：１～２単位）

4ターム制
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

第1
ターム

第2
ターム

第3
ターム

第4
ターム

休業
期間

休業
期間

履修登録期間

4月上旬

履修取消期間 成績発表日 単位認定時期

第1ターム

第2ターム

第3ターム

第4ターム

4月下旬

6月下旬

10月中旬

12月下旬

前期・学期末

10月上旬 後期・学期末

前期・学期末

後期・学期末

参考ＵＲＬ
https://osaka-kyoiku.ac.jp/faculty/kyomu/curriculum.html


